











































































































この「文書」に適当なファイル名をつけて保存しておく(ここでは、かりに "data. da 
t "としておこう)。
つぎに、同じくワープロで下記のような 10行足らずの文書をつくる。
10 OPEN "B:DATA.DAT" FOR lNPUT AS #1 
20 OPEN "B:KEKKA.DAT" FOR OUTPUT AS #2 
30 FOR 1=1 TO 5 
40 lNPUT #l，A 
50 TA=TA+A本A
60 ? #2，USING "###.### ";A事A;
70 NEXT 1 

















































































































① This Droblem is 
must be solved 
e a r 1 y t h e f r s t and 
②This problem must b e s 0 1 v e d e a r 1 y e v e n 






















とえば、本年(1987年) 7月に rL1 S P Jに関する書籍を検索したところ、わずか4点
しか出力されなかった。 1 0月に再度検索したところ、やっと 9点に増えてはいたが、それで







在収容されている ILife Science CollectionJは、分野が偏ってお
り不十分であるとの声が強い。そのほか、筆者が必要とする心理学関係のデータベースも全く
ないなど、現時点では、学術情報センターを利用したくても利用できるデータベースがないと
いう研究者が各分野にわたって存在している。
(4) 情報処理教育とパソコン教育
筆者は情報処理教育の専門家ではないので差し出がましい発言になるが、これからの情報処
理教育においては、もっとパソコン教育を重視してもらいたいと思う。これまで、センターの
専用端末を用いた教育や公開講座は積極的に行なわれてきたが、パソコン操作に関する正規の
教育はほとんど見当らないように思う。もちろん、大型計算機でもBASICの勉強はできる
が、専用端末では、先にも述べたようなファイル操作、グラフィック処理、ワープロとの連携
操作など、 BASICの最も魅力的な部分が抜げ需ちてしまう恐れがある。教育・研究におい
てパソコンが不可欠の道具になっている現在、センターとしてもパソコン教育にもっと力を入
れてもらいたい。 Iセンター」は、あくまで撞盟組理卑センターであって、犬却計算機のセン
ターではないということに留意してもらいたい。
教官向けのパソコン講習、あるいはパソコンに関する最新情報の提供もぜひやってもらいた
い。現在のところ、パソコンに関する質問・相談を受け付ける機関は学内に全くない。そのた
めパソコンについてわからないことは、専門書や雑誌で調べるか、業者もしくは「より詳しい
知識をもった教官」に質問するしかない。しかし、専門書等を読んで解決するには時聞がかか
るし、業者は当てにならない。けっきょく、 「より詳しい知識をもった教官」に問い合わせが
殺到する。もし、センターにパソコン専門の技官を配置し相談の受け付けや学内講習会を引き
受けてもらうことができるならば、 「より詳しい知識をもった教官」ははるかに多くの時聞を
自分の研究にあてることができるはずである。
(日その他
人工知能言語の発展に伴ない、エキスパートシステムの構築が簡単にできるようになった。
エキスパートシステム自体はパソコンでも作れるが、共用性という点からみれば、大型計算機
を利用することが望ましい。もっとも、利用者に一方的に任されていたのでは、システムを構
築できる専門家は一部の「計算機マニア」に限られてしまう。センター側で専門技官を配置し、
12 -
構築の補助をしてくれればありがたい。
計算機の進歩は目ざましい。本稿が印刷されるころには、 32ピットパソコンが注目を集め
ているであろう。しかし、パソコンがどのように進歩しても、計算機センターが不要になるこ
とはありえない。むしろ、パソコンネットワークの中核、あるいは共用データベースのセンタ
ーとしての指導的役割がさらに要請されるようになるものと思う。今回、長崎大学情報処理セ
ンターは、めでたく総合情報処理センターへ昇格する見通しとなったが、その構築にあたって
は、過去に設立された総合情報処理センターを模すことなく、発想を大転換して、新しい利用
形態に見合ったシステムを作り上げてもらいたいと思う。
注
【注1】文章がそのままMS-DOS上のテキストファイルとして保存されるワープロソフト
「一太郎」など)。これ以外のソフトでは，いちいちテキストファイルへとに限る(例えば，
文章との交換をしなければならない。
【注2】ここでいうエミュレータソフトとは，滋空宇コードの双方向変検機能を持った端末化ソ
q
u
 
フトのことである。
